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概 要 

応 用 分 野 

 本研究では、独自に発見したジベレリンの生合成阻害剤によるラン科植物の発芽と共生の劇的な促進効
果を利用し、野生のラン科植物の保全を妨げている要因である発芽と共生の困難さを解決することで、鳥
取県で自生するラン科の絶滅危惧種の保全を行う技術を確立することを目的とする。また、本効果を利用
して希少価値の高いラン科植物の人工栽培技術を確立することで、新しい地域産業の創出も目指す。
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ジベレリンの生合成阻害剤
がラン科植物の発芽と共生
の両方を劇的に促進する 

コチョウラン 

ラン科植物 独自の形態などから愛好家も多く、鑑賞価値の高いものが多い 

野生のラン科植物は、植物の中でも最も絶滅に瀕している 

（鳥取県では16種が絶滅危惧Ｉ類に指定） 

非常に微細な種子は、発芽に菌類との共生が必須 

絶滅危惧種の多くは、種子からの栽培が困難である 


